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｢たたら体験」を１０倍活用するプロジェクト

マテリアルエ学科森園靖浩

１．緒言

マテリアルエ学科のカリキュラムでは、実験・実習

科目が１年次後期から３年次後期にかけて継続的に組

み込まれている。その最初となる「実践！ものづくり」

は、実際に材料作製を行う「ものづくり実習」と作製

した材料の特性を評価する「測定技術実習」の２つか

ら構成されている。前者においては、ものづくり創造

融合工学教育事業の支援を受けて、この数年間“たた

ら製鉄”を実施している。これは、粘土で築いた箱形

の低い炉で、原料に砂鉄を用い、木炭を燃料とし、送

風動力に輪（ふいご）を使用しておこなう日本古来の

製鉄法で、千年以上の歴史をもつ。このたたら製鉄に

チャレンジし、現在でもなお中心的な役割を担う鉄

（鋼）を自らの手で作り出すことで、製鉄原理だけで

はなく、その歴史やおもしろさも理解してもらうこと

を目的としている。

本テーマは、１年次に作製した“ケラ（素鋼塊)”を

2年次、３年次の実験・実習にも活用し、より一層の

理解に役立てることを目指したものである｡ここでは、

3年次後期開講の「材料創造実習」を利用して、「１年

次でつくったものが本当に鉄なのか？」という疑問に

ついて調べたので、その内容を報告する。

による組織観察ならびに硬度試験に供した。組織や硬

さは試料の場所によって異なり、たたら時のケラの冷

却速度が影響していると考えられた。

（３）熱処理

高温に加熱・保持した後、電気炉内でゆっくり冷却

し、フェライトとパーライトから成る組織を得た。こ

の中のフェライトとパーライトの面積割合を測定し、

ケラ中の炭素量を0.36％と推定した。さらに、市販の

鋼材との比較によりケラ中の炭素濃度の妥当性を検証

するとともに、ケラの冷却速度も推測した。

ａまとめ

この成果は、「材料創造実習」の最後に行われるポス

ター発表会で報告された（図２)。その内容は大変興味

深く、３年次学生諸君ともに、先人の技術の奥深さに

非常に感動することができた。

２．実施概要

実験には「材料創造実習」を受講する３年生が２年

前のたたら体験を通じて得たケラを用いた。材料組織

学研究室で実習を行う３年生と一緒に、その中に含ま

れる炭素量の推定などを試みた。

（１）試料採取

使用したケラは約150ｍｍ角の大きさであったため、

機械的に切断して適切なサイズの試験片を得ることに

した｡しかし､帯鋸などではその途中で異音が発生し、

上手く切断することができなかった。そこで、ハンマ

ーでケラを叩き割り、小片に分割した後、高速切断機

で試験片を採取した。“叩き害'|る''という作業は乱暴に

も思えるが、後で知った話では実際に行われている工

程らしい。切断したケラを図１に示す。多数の気孔が

存在するものの、表面には金属光沢がみられ、ｘ線回

折でもcL-Feのピークのみが得られた。

（２）組織観察・硬度試験

研磨によりケラの切断面を鏡面に仕上げ、エッチン

グを施した。その後、光学顕微鏡や走杳型電子顕微鏡

図１ケラの切断面。金属光沢が見られる。

図２ポスター発表の様子。
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